























152　　国際関係紀要　第 30巻　第 1・2合併号（学部開設 30周年記念号）
話者である日本人大学生にとっても難しいことである。しかし、彼らは就職
活動において、初めてそのような丁寧度の要求されるメール文を書く必要


















































































































































































































































 ・ 1年から 2年以内




 ・ 1か月から 6か月以内
 ・ 6か月から 1年以内
 ・ 1年以上 2年以内















 ・ 今までに 5回未満
 ・ 5回から 10回ぐらい













































































































































































































166　　国際関係紀要　第 30巻　第 1・2合併号（学部開設 30周年記念号）
は、「入学試験は難しいですか」「どんな授業がありますか」といった質問
がほとんどで、日本文学の専門の教員に聞く質問としての十分な専門性・具












































































































































































































































































176　　国際関係紀要　第 30巻　第 1・2合併号（学部開設 30周年記念号）
注







































































178　　国際関係紀要　第 30巻　第 1・2合併号（学部開設 30周年記念号）
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